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改
め
て
問
わ
れ
る
被
爆
国
日
本
の
責
務

一
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
全
面
的
に

禁
止
す
る
核
兵
器
禁
止
条
約
が
１
ル

２２
町
に
発
効
し
た
。

人
類
の
生
存
が
か
か
る
核
兵
器
は

一地
球
上
に
１
万
３
千
発
以
上
あ
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
に
よ
り
、

核
兵
器
の
保
有
、
使
用
、
威
嚇
な
ど

は
、
道
義
的
に
許
さ
れ
な
い
だ
け
で

な
く
０
史
上
初
め
て
国
際
的
に

「違

法
」
と
さ
れ
、

「核
の
傘
」
に
依
存

す
る
こ
と
は

「共
犯
」
と
さ
れ
れ

．同
条
約
は
、
△
核
兵
器
の
開
発
、

実
験
、
生
産
、
製
造
、
取
得
ヽ
保
有
、

貯
蔵
を
禁
上
、
△
核
兵
器
の
使
用
、

使
用
の
威
嚇
を
禁
止
、
△
条
約
で
禁

じ
ら
れ
た
活
動
の
援
助
及
び
援
助
の

要
請
、
奨
励
一誘
導
を
禁
止
、
△
自
国

内
に
核
兵
器
の
配
置
、
設
置
、
展
開

を
許
可
す
る
こ
と
を
禁
止
、
な
ど
禁

止
内
容
を
明
示
し
て
い
る
”

基

零

電
毒

〒

婦

刷

委
と
の
交
渉
は
再
延
期
　
　
　
一

Ｏ

Ｆ
月
２
週

予
定
の
墓
昼
暑
７

電
気
事
業
翁
天
果
ム
・
原
子
力
規
制

委
員
〈
至
父
渉
は
ヽ
コ
ロ
ナ
禍
で
の

一　
謹
警
馨
量
彗
曇
一ど

を
受
け
、
再

延
期
と
な
り
ま
し
た
一　
・

○
日
程
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
同
条
約
は
、
国
連
加
盟
国
の
６
割

に
当
た
る
１
２
２
カ
国

一
地
域
の
賛

成
で
２
０
１
７
年
７
月
に
採
択
さ
れ

た
。
批
准
国
が
５０
に
達
し
た
た
め
、

２２
日
、
法
的
な
効
力
を
発
す
る
ず
核
一

軍
縮
の
交
渉
義
務
を
課
す
代
わ
り
に
¨

米
露
英
仏
中
の
５
カ
国
だ
け
に
核
保

有
を
認
め
る
核
不
拡
散
条
約
（Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

２
は
発
想
が
異
な
つ
、
核
兵
器
泊
体

を
非
人
道
向
で
違
法
■
現
４
瓦
　
‐

対
人
地
雷
や
ク
ラ
ス
タ
ト
爆
弾
の

禁
止
条
約
と
同
様
に
、●
志
を
同
じ
ぐ

す
る
国
家

・
地
域
ど
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
携

し
て
、

「ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
苦
痛
と
被

害
に
菫

昌

（同
条
約
前
文
）
し
つ
つ
、

国
際
世
論
を
動
か
す

「人
道
的
ア
プ

ロ
ト
チ
」
で
成
立
し
た
。

．
核
兵
器
廃
絶
を
進
め
る
具
体
的
な

方
法
は
、
発
効
か
ら
１
年
以
内
に
国

連
事
務
総
長
が
招
集
す
る
締
約
国
会

議
で
決
め
る
。
法
的
拘
束
力
が
及
ぶ

の
は
批
准
国
だ
け
。
条
約
に
背
を
向

け
る
核
保
有
国
や
同
盟
国
は
縛
ら
れ

な
い
が
、

「核
兵
器
は
違
法
」
と
い

○
処
理
水

一海
洋
放
出
反
対
５５
幹
　
風
評
被
害
に
不
安
８６
幹

（２
面
し

○

「技
術
委
員
会
委
員
の
再
任
を
求
め
る
要
望
」
立
石
雅
昭
（３
画

〇

「Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
換
骨
奪
胎
　
日
本
指
針
に
貧
困

・
格
差
解
消
な
し
（５
面
）

う
規
範
が
広
が
る
こ
と
で
、
核
軍
縮

の
履
行
が
迫
ら
れ
４
。
核
保
有
国
が

そ
の
約
束
を
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
が
毬
月
に
開
か
れ
る
。
唯

一
の
戦

争
被
爆
国
日
本
の
責
務
が
改
め
て
問

わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

∧
世
界
の
核
兵
器
保
有
数
Ｖ
ス
ト
ツ

ク
ホ
ル
ム
国
際
平
和
研
究
所

（Ｓ
Ｉ

誤
卜
の霧
焼欝
和珈
許

鰈
螺
Ψ
認
場
雅
越

謙径
鰐
野
餐
勧誡
解

簿
雌
脈
謬
挙
一方
翼

●
福
島
県
楢
葉
町
の
宝
鏡

寺
（早
川
篤
雄
住
３

で
３

月
１‐
■
、

「広
島

■
量
崎

の
灯
」
の
点
火
式
と
、
原

発
事
故
を
未
然
防
止
で
き

な
か
っ
た
思
い
を
後
世
に
伝
え
る

「悔
恨
の
碑
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ

る
●
２
つ
の
式
典
は
、
原
爆
惨
禍
と

原
発
災
害
を
結
ぶ
象
徴
的
な
も
の
で

あ
る
。
ウ
ラ
ン
濃
縮
技
術
、
再
処
理

技
術
、
軽
水
炉
技
術
な
ど
の
軍
事
利

用
が
核
兵
器
で
あ
る
「
同
じ
技
術
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
原
発
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。ヽ
核
兵
器
開
発
と
原
発
開
発

は
補
完
関
係
に
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
だ
か
ら
原
発
開
発
が
平
和
利
用

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
●
核
兵
器
は
、

破
壊
力
第

一
の
軍
事
目
的
の
究
極
の

到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
広
島
ヽ
長
崎
の
原
爆
投
下
と
い
う

非
人
道
的
暴
挙
と
し
て
人
類
史
に
巨

大
な
汚
点
を
残
し
た
。　
一
方
、
原
発

は
苛
酷
事
故
を
構
造
的
に
排
除
で
き

な
い
危
険
を
も
つ
が
、
そ
の
淵
源
は

核
兵
器
技
術
の
利
用
に
あ
る
。
そ
れ

は
米
Ｔ
Ｍ
Ｉ
原
登
幸
黎

旧
ソ
凍
チ

ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
、
福
島
第

一

原
発
事
故
と
し
て
顕
在
化
し
た
●
宝

鏡
寺
本
堂
前
に
建
つ
２
つ
の
碑
は
、

核
兵
器
焼
絶
運
動
と
原
発
ゼ
ロ
運
動

の
連
季
Ｚ
絡
撃
玄
静
茶
碑
で
あ
る
。
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